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【応募方法】はがき・FAX・メールにて
【必要事項】①ご意見・ご感想 ②住所 ③氏名 ④年齢 ⑤電話番号
【応募締切】令和3年２月26日㈮まで（当日消印有効）
【 応 募 先 】旭川市社会福祉協議会の５条事務所（上記参照）まで

　「社協あさひかわ」に関するご意見やご感想をお聞かせください。
ご意見・ご感想をお寄せいただいた方の中から抽選で、４人の方に
1,000円分の図書カードをプレゼントします。なお、当選者の発表は発
送をもってかえさせていただきます。 ※ご意見・ご感想で得た個人情報は、プレゼントの抽選及び発送以外に使用しません。

旭川市社会福祉協議会社会福祉法人

【5条事務所】〒070-0035 旭川市5条通4丁目 旭川市ときわ市民ホール1階
TEL 23-0742 / FAX 23-0746　Eメール chiiki@north.hokkai.net

【神楽事務所】〒070-8003 旭川市神楽3条4丁目1-18　TEL 60-1710 / FAX 60-1780

このページは、旭川市社会福祉協議会のページです。

ご意見・ご質問を募集
しています！「旭川市
社会福祉協議会」まで

共同募金運動期間
１０月１日～１２月３１日

このページは、
赤い羽根共同募金の
助成を受けています

令和３年２月
〈No.193〉

http://www.asahikawa-shakyo.or.jp

次回の「社協あさひかわ」は令和３年３月号に掲載

図書カードをプレゼント!!

　旭川市社会福祉協議会が主催するボランティア講座等の冒頭で「旭川市ボランティアセンターをご存
じですか？」とお尋ねすると、ボランティアセンターを知らない方がたくさんいます。もっと多くの方に
旭川市ボランティアセンターを知ってもらうため、その役割を紹介します。

　今年度はコロナ禍によるボランティア活動先の受入れ休止など、依頼が減少し、ボランティア活動の調整が難しい状況です
が、「こんなことをお願いしたい」という依頼や「あんな活動をやってみたい」という活動希望は、随時受け付けていますので、お
気軽に旭川市ボランティアセンターまでご相談ください。

　コロナ禍での災害に備えた日頃の準
備や心構えを学び、感染症予防や災害
ボランティア活動への理解を深めます。

日時　３月６日㈯　午前10時～正午
会場　ときわ市民ホール４階多目的ホール
定員　50人（先着順）
講師　旭川市防災安全部防災課 石川秀世さん
　　　旭川市社会福祉協議会職員 看護師 岩内いづみ
申込方法　３月３日㈬までに、電話・FAX・メールで、氏名と
電話番号を旭川市ボランティアセンターまでお知らせください。

地区社協ってなに？

　近年、住民同士の関わり合いの希薄化や相次ぐ孤独死
が問題視されるなか、愛宕地区では、孤立を防ぎ、だれも
が安心して暮らせるまちづくりを目指すための住民活
動を推進しています。
　事業の一つである「ふれあいサロン」は、身近な場所で
一人暮らしの高齢者が気兼ねなく集うことができる”ふ
れあいの場”として、平成18年から始まっています。
　現在は新型コロナウイルス感染拡大防止のため、開催
を休止していますが、ふれあいサロンのボランティアが
サロン参加者の自宅を訪問するなど、つながりを継続し
ながら見守り活動を行っています。

　ふれあいサロンでは、安心見
守り活動や地域包括支援セン
ターとのつながりができるこ
と、参加者同士の自然な助け合
いが増えるなど、さまざまな

「つながり」が生まれます。９月
のふれあいサロンでは、福祉の道を志す、旭川大学コミ
ュニティ福祉学科の学生も参加され、多世代交流ができ
ました。こうした地域での活動が孤立防止につながって
いると実感しています。コロナ禍ではありますが、これ
からも、私たち一人一人ができることを考えていきたい
と思います。

　地区社会福祉協議会の略で、市民や町内会・市民委員
会・地区民生委員児童委員協議会などが協力して、地域
におけるさまざまな福祉課題の解決に取り組む住民主体
の福祉活動団体のことです。

愛宕地区社会福祉協議会を紹介します

令和2年度　災害ボランティア養成研修

コロナ禍に学ぶ
災害ボランティア活動

TEL ： ２１-５５５０　FAX ： ２３-０７４６　Eメール ： volunteer＠north.hokkai.net（受付時間／平日 ： 午前8時45分～午後5時15分）

お申込み・お問合せ先 旭川市ボランティアセンター

地区担当者の声

ボランティアの声

愛宕地区社協会長
藤原　実さん

　ふれあいサロンの活動は、仲間づくり、つながり
づくりのきっかけになっていると感じています。
見守り活動では、皆さんの元気な姿を確認するこ
とができました。これからも信頼関係を大切にし
て活動していきたいと思っています。皆さんも、ボ
ランティア活動に参加してみませんか？

愛宕地区社協事務局長
安田　茂さん

※参加者にはフェイスシールドを１枚差し上げます。
※市内の感染状況によっては中止となる場合がありますのでご了承ください。

旭川市ボランティアセンターをご存知ですか？

　近頃、コロナの影響もあり、
普段の生活で隣近所と顔を合
わせるなどのつながりが薄く
なってきているように感じて
います。いざ、助けが必要にな
ったときに、自分から声をあげ
ることができる人がどのくらいいるのでしょうか？地
域住民ならではのさりげない関わりが、いきいきと暮ら
し続けることを支えています。支援を受けるだけでな
く、支えることを知ることによって、優しさが生まれる
こともあります。皆さんも、元気なうちから「つながりづ
くり」をはじめませんか？

ふれあいサロンふれあいサロン

ふれあいサロンに参加したい、ボ
ランティア活動をしてみたいとい
う方は、旭川市社会福祉協議会の

５条事務所（右
ページ）までご
連絡ください。

市内にある53の地区社協の中から

　ボランティアをしたい人と、ちょっとした手
助けを必要としている人をつなぎます。また、
活動希望者への情報提供やボランティア保険
の相談を行うほか、ボランティア養成研修や福
祉教育のサポートなどを行います。

❶ボランティア活動支援

　車椅子や紙おむつなどの寄付された介護
用品を、福祉施設などへお届けする橋渡しを
します。

❷愛情銀行

　皆さんからの善意がこもった寄
付金を、旭川市のボランティア活動
の振興や福祉教育の推進に役立て
ます。

❸ボランティア振興基金

　災害ボランティア養成研修を開
催して、防災意識の啓発を行い、災
害時にはボランティア活動者を支
援します。

❹災害ボランティア活動支援

旭川市ボランティアセンター「４つの役割」


